地域密着型サービス運営推進会議記録（第６回）

	施設名
	　小規模多機能ホーム健祥会セビリア

	施設種類
	　小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	令和7年3月25日

	会場
	　グループホーム笑顔毎日　談話コーナー

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	4人

	
	有識者
	1人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	・現況報告（R7.2～R7.3）
・委員会、研修会、行事について
・自己評価、外部評価結果について
・意見交換

	
	

	議題
	令和7年2月～令和7年3月にかけての現況報告（入退居状況、委員会・研修会、行事）について報告を行う。3月25日現在、登録者数26名での運営状況となっています。2月に1名の方が登録解除されました。新規登録者は2月に1名、3月に1名の方が新規登録されています。
続いて、行事報告について2月には防災避難訓練（日中想定）を行い、地震、津波、洪水を想定した避難訓練の実施、隣接する健祥会アンダルシアより火災発生を想定した、避難および応援訓練を実施しています。3月には勝浦町のビッグひな祭り見学などの行事も開催しました。
つづいて、令和6年度事業所自己評価・外部評価の結果について報告を行います。委員の皆様にはお忙しい中、多数の貴重なご意見をいただき誠にありがとうございます。いただいた意見を参考に、事業所のサービスの質向上に取り組んでまいります。



（お世話センターより）
認知症ケアに関する記事が多く入っている記事を持って来ました。認知症を有する高齢者の介護を行う家族の気持ちや本人の気持ちが赤裸々に書かれた記事もあります。認知症介護は今後も日本の介護にとって重要なものとなっていきます。お世話センターでも認知症予防啓発に関する活動や家族介護者を支える活動を行っています。事業所ともコラボレーションして取り組んでいきたいと考えています。
（事業所より）
今年度は、お世話センターの支援を得ながら、事業所ではじめて認知症カフェを開催することが出来ました。今後も引き続きよろしくお願いいたします。

























	
	



